
６2022年（令和4年）10月31日（月曜日）（第三種郵便物認可）
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第13 号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
▽
日
程
　

月
１
日
（
火
）

午
前

時

分

　
▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル

令
和
４
年
度
第
１
回

臨
時
議
員
総
会

。。。。。。。。。。。。。。
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任
期
満
了
に
伴
う
当
所
第

期
議
員
改
選
は
、

日
（
木
）
に
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
に
て
行
わ
れ
た
選
挙
の
投
票
に
よ
り
、
１
号
議
員

人
が
選
任
さ
れ
、
当
所
議
員

人

が
確
定
し
た
。

月
１
日
（
火
）
に
行
わ
れ
る
臨
時
議
員
総
会
で
は
会
頭
、
副
会
頭
、
常

議
員
な
ど
の
当
所
役
員
が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中部飼料で飼料生産の現状などを聞く会員ら

会員による投票が行われた１号議員選挙

稼ぐ仕組みについて

議論した 月例会

　
当
所
や
釧
路
市
、
釧
路
港
湾

振
興
会
な
ど
が
主
催
す
る
『
釧

路
港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
〜
釧
路

港
か
ら
国
内
へ
、
そ
し
て
世
界

へ
。
外
貿
コ
ン
テ
ナ
就
航

周

年
を
迎
え
て
〜
』
が

日
（
火
）

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
釧
路
市
水
産
港

湾
空
港
部
の

橋
知
克
次
長
が

釧
路
港
の
概
況
に
つ
い
て
紹
介

し
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
こ
と
や

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

効
果
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
続
い
て
、
釧
路
―
韓
国
・
釜

山
間
に
定
期
航
路
を
持
つ
南
星

海
運
ジ
ャ
パ
ン
㈱
セ
ー
ル
ス
グ

ル
ー
プ
の
今
泉
龍
也
部
長
代
理

が
講
演
し
「
世
界
的
に
物
流
が

混
乱
し
て
い
る
状
況
だ
が
、
ひ

が
し
北
海
道
に
は
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
」
と
釧
路
港
の
有
用

性
や
今
後
の
展
望
を
話
し
た
。

　
ま
た
、
川
崎
近
海
汽
船
㈱
内

航
定
期
船
部
の
中
越
公
一
部
長

が
「
道
内
の
港
湾
取
扱
貨
物
は

半
分
以
上
が
苫
小
牧
港
か
ら
移

出
さ
れ
て
い
る
が
、
農
産
物
の

約
６
割
は
道
東
で
生
産
さ
れ
て

お
り
、
釧
路
港
へ
シ
フ
ト
す
る

こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
２

０
２
４
年
問
題
へ
対
応
で
き

る
」
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
当
所
の
栗
林
定
正
会

頭
が
、
道
内
物
流
の
現
状
に
触

れ
、
貨
物
路
線
の
維
持
存
続
問

題
に
つ
い
て
「
道
内
経
済
や
道

民
の
生
活
に
影
響
が
及
ぶ
」
と

危
機
感
を
示
し
「
物
流
を
取
り

巻
く
環
境
は
変
化
し
て
い
る

が
、
釧
路
港
が
今
後
も
選
ば
れ

る
港
と
し
て
充
実
で
き
る
よ
う

努
力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
な
お
、
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
の

様
子
は
、
後
日
釧
路
市
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
予
定
。

荷主や船社、港湾関係者など約170人が

参加したポートセミナー

　
釧
路
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
（
市
商
連
）

で
は
『
歳
末
連
合
大
売
出
し
』
の
参
加
店
申
し
込

み
を
随
時
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
店
は

月
７
日
（
月
）
以
降
に
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
・
更
新
す
る
ほ
か
、

月
２
日
（
水
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
店
舗
は
参
加
店
に
配

布
す
る
一
覧
に
も
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
料
は
、
振
興
組
合
な
ど
が
５
万
円
、
商
店

会
な
ど
は
３
万
円
、
商
店
街
と
し
て
参
加
し
な
い

場
合
お
よ
び
商
店
街
地
区
外
か
ら
の
参
加
希
望
店

・
飲
食
店
は
１
店
２
千
円
。
売
り
出
し
期
間
は
、

月

日
（
日
）
〜

月

日
（
日
）
ま
で
で
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
市
商
連
事
務
局
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
１
５
４
（

）
６
５
０
０
へ
。

参
加
店
を
募
集
中
　

市
商
連
、歳
末
連
合
大
売
出
し

　
当
所
で
は
『
事
業
継
続
力
強
化
計
画
セ
ミ
ナ
ー
』

を

月
８
日
（
火
）
午
後
２
時
よ
り
道
東
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
参
加
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

　
当
計
画
は
、
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
発
生
時
に
事

業
者
が
事
業
を
す
ば
や
く
再
開
で
き
る
よ
う
備
え

る
た
め
の
も
の
で
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
税
制
優
遇
や
金
融
支
援
、
補
助

金
な
ど
の
支
援
策
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
『
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
』
策
定
の
導

入
と
し
て
、
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
振

興
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で
。

リ
ス
ク
に
備
え
た
企
業
経
営
を
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当
所
青
年
部
（
＝
釧
路
Ｙ
Ｅ

Ｇ
・
吉
田
勝
幸
会
長
）
の

月

例
会
が

日
（
金
）
午
後
６
時

分
よ
り
市
内
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
、
メ
ン
バ
ー
や
地
域
で
活
躍

す
る
人
財
の
ほ
か
、
６
月
例
会

講
師
の
㈱
電
通
の
統
合
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
森

内
勇
策
部
長
ら
５
人
が
〝
外
部

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人

財
〞
と
し
て
出
席
。

　
本
例
会
は
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク

委
員
会
（
金
丸
芳
忠
委
員
長
）

が
担
当
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
を

蒔
く
こ
と
や
地
域
人
財
の
育
成

を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
地

域
で
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ポ
ー

ツ
産
業
化
や
炉
端
文
化
の
発
信

な
ど
を
テ
ー
マ
に
稼
げ
る
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
財
を
交
え
て
議

論
し
た
。

　
委
員
会
ま
と
め
で
金
丸
委
員

長
は
「
釧
路
地
域
が
稼
げ
る
地

域
に
な
る
た
め
に
は
外
部
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
財
と
の

交
流
が
必
要
」
と
し
、
次
年
度

以
降
に
『
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
Ｌ

Ａ
Ｂ
Ｏ
（
仮
称
）
』
を
設
立
す

る
計
画
で
あ
る
と
発
表
し
た
。

　
当
所
議
員
は
、
地
域
の
商
工

業
者
の
代
表
と
し
て
幅
広
い
分

野
の
意
見
を
集
約
し
、
地
域
の

商
工
業
者
の
健
全
な
発
展
、
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
様
々

な
活
動
を
行
う
た
め
、
各
号
議

員
ご
と
に
選
任
方
法
や
基
準
を

定
め
て
選
任
さ
れ
る
。

　
１
号
議
員
は
様
々
な
業
界
の

意
見
を
広
く
反
映
さ
せ
る
役
割

を
担
う
こ
と
か
ら
、
全
会
員
と

特
定
商
工
業
者
の
選
挙
に
よ
り

選
ば
れ
る
。

　

日
（
木
）
の
選
挙
に
は
、

中
川
隆
氏
・
村
上
功
氏
・
穂
積

久
美
子
氏
・
須
藤
洋
子
氏
・
田

野
貢
氏
の
５
人
が
立
会
人
と
な

り
投
票
が
行
わ
れ
た
。

　
本
選
挙
で
は
、
定
数

人
に

対
し
て
立
候
補
者
が
同
数
で
あ

っ
た
た
め
、
候
補
者
は
全
員
当

選
し
、
即
日
開
票
に
よ
っ
て
得

票
数
が
多
い
順
番
に
名
簿
へ
記

載
さ
れ
る
（
１
号
議
員
確
定
名

簿
は
別
掲
の
通
り
）
。

　
ま
た
、
投
票
率
は
総
発
券
数

９
９
５
１
票
に
対
し
、
総
得
票

数
が
７
０
０
９
票
で

．

％

と
な
っ
た
。

　
１
号
議
員
選
挙
を
も
っ
て
第

期
議
員
選
挙
・
選
任
が
終
了

し
、

人
の
当
所
議
員
が
決
定
。

こ
の
う
ち
、
新
た
に
議
員
と
な

っ
た
企
業
は
４
社
。

　
な
お
、

月
１
日
（
火
）
に

は
確
定
し
た
議
員
に
よ
る
臨
時

議
員
総
会
が
開
か
れ
、
第

期

役
員
が
選
任
さ
れ
る
。

　
釧
路
食
料
基
地
構
想
協
議
会

（
栗
林
定
正
会
長
）
は
、
飼
料

生
産
や
釧
路
港
の
現
状
を
知
る

た
め
、

日
（
金
）
に
視
察
研

修
会
を
実
施
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
中
部
飼
料
㈱
北

海
道
工
場
釧
路
工
場
を
訪
れ
、

生
産
課
の
天
池
伸
也
次
長
が
工

場
の
概
要
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
天
池
次
長
よ
り
「
日
本
の
飼

料
生
産
は
酪
農
家
の
減
少
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
で
ピ
ー
ク
時
よ
り
減

少
し
、
近
年
は
約
２
４
０
０
万

㌧
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、

温
暖
化
に
よ
る
気
温
上
昇
で
家

畜
の
死
亡
率
が
増
え
、
各
地
の

工
場
で
製
造
販
売
が
減
少
す
る

中
、
冷
涼
な
気
候
を
持
つ
北
海

道
は
唯
一
伸
び
て
い
る
」
と
説

明
を
受
け
た
後
、
工
場
の
設
備

や
製
造
過
程
を
見
学
し
た
。

　
続
い
て
訪
れ
た
西
港
区
第
２

埠
頭
で
は
、
釧
路
市
水
産
港
湾

空
港
部
港
湾
空
港
課
の
大
家
昌

敏
計
画
・
物
流
主
幹
が
、
国
際

物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
備
を
見

学
し
な
が
ら
整
備
後
の
効
果
な

ど
を
紹
介
。
釧
路
港
の
フ
ァ
ー

ス
ト
ポ
ー
ト
化
や
企
業
間
連
携

に
よ
る
一
括
大
量
輸
送
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
飼
料
や

輸
入
と
う
も
ろ
こ
し
の
取
扱
量

が
順
調
に
増
え
て
い
る
と
説
明

し
た
。


